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【はじめに】近年、プラズマ技術の医療分野へ

の応用が注目を集めている。特に、低温大気圧

プラズマは電子の温度よりガスの温度が低く、

反応性が高いラジカルを効率よく生成するた

め、プラズマ医療分野への応用が高く期待され

ている。最近のプラズマ医療分野ではプラズマ

処理水又はプラズマ処理培養液が癌細胞に対

し滅菌効果を持っていることと選択性がある

ことが報告されている。[1] それらのプラズマ

処理液の中には活性酸素種(ROS)や活性窒素

種(RNS)が含まれている。よく知られている活

性種はヒドロキシルラジカル(HO•)、スーパー

オキシドアニオンラジカル(O2•−)、ヒドロペル

オキシルラジカル(HO2•)、過酸化水素(HOOH)、

硝酸イオン(NO3
−)、亜硝酸イオン(NO2

−)などで

ある。[2] 液体中の活性種の測定方法は電子ス

ピン共鳴(ESR, electron spin resonance)法とイオ

ンクロマトグラフィー(ion chromatography)な

どがよく使われている。 

【実験】大気圧ヘリウムプラズマジェットを使

用し水処理を行った。プラズマ照射による水の

影響の測定は紫外線吸収分光法を使用し、プラ

ズマ照射時間(1 分から 30 分まで)依存性と距

離の依存性を調べた。 

【結果と考察】プラズマ処理水の吸収の中心波

長は 205nm であった。図 1 より、プラズマ処

理水の活性種生成はプラズマ照射時間に比例

し増加した。しかし、図 2 より、距離では最適

な照射距離がありガスと水面の接触による拡

散の影響が考えられる。活性種に関しては吸収

中心波長が 203 nm の硝酸イオン(NO3
−)と 208 

nm の亜硝酸イオン(NO2
−)の混合状態であるこ

とが考えられる。発表では過酸化水素水の吸収

分光の比較の結果を報告する。 

 

図 1. Absorbance spectra of plasma activated water 

 
図 2. Dependence of distance (Exposure time of 5 

min was fixed). 
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